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縄
は
こ
う
や
っ
て

　
　
　
な
う
ん
だ
よ

（
６
月
17
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
体
育
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
関
連
記
事
20
㌻
）

祝
700
号
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広
報
く
の
へ

お
蔭
さ
ま
で

　
広
報
く
の
へ
が
今
月
号
で
７
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。「
広
報
く
の
へ
」
は
、
九
戸
村
が

誕
生
し
て
か
ら
３
年
後
の
昭
和
33
年
４
月
25
日
に
第
１
号
が
創
刊
。
そ
れ
か
ら
58
年
余
り
、

村
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
行
政
情
報
や
村
の
話
題
な
ど
を
全
世
帯
に
届

け
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
創
刊
７
０
０
号
を
祝
う
と
と
も
に
、
節
目
の
月
に
発
行
さ
れ
た

広
報
紙
を
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

創
刊
第
１
号

第
１
０
０
号

第
２
０
０
号

　

創
刊
号
の
名
称
は
「
九
戸
村
広
報
」。

昭
和
30
年
４
月
に
九
戸
村
が
誕
生
し
て

か
ら
３
年
後
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
大

き
さ
は
Ｂ
４
版
程
度
。
創
刊
に
当
た

り
、
佐
々
木
忠
三
元
村
長
の
あ
い
さ
つ

と
近
藤
重
郎
元
村
議
会
議
長
の
お
祝
い

の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
人
口

１
０
３
２
２
人
、
世
帯
数
１
６
７
５
世

帯
、
昭
和
33
年
10
月
１
日
現
在
：
岩
手

県
統
計
年
鑑
）

　

６
月
定
例
議
会
で
審
議
・
採
択
さ
れ

た
議
案
や
予
算
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

仙
台
市
で
行
わ
れ
た
第
１
回
東
北
町
村

長
大
会
に
お
い
て
、
提
出
し
決
議
さ
れ

た
要
望
事
項
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
39
年
５
月
号
（
74
号
）
か
ら
名
称

が
「
広
報
く
の
へ
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

（
人
口
９
１
５
２
人
、
世
帯
数
１
９
４
５

世
帯
、
昭
和
42
年
10
月
１
日
現
在
：
岩

手
県
統
計
年
鑑
）

　

９
月
定
例
議
会
に
て
議
決
さ
れ
た
議

案
や
予
算
を
掲
載
。
家
畜
共
進
会
や
伊

保
内
小
学
校
の
創
立
１
０
０
周
年
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
続
く
「
み

ん
な
の
健
康
」
が
昭
和
48
年
６
月
号
に

登
場
。
紙
面
の
大
き
さ
が
昭
和
45
年
２

月
号
（
１
４
３
号
）
か
ら
Ｂ
５
版
に
変

わ
り
ま
し
た
。（
人
口
９
２
３
６
人
、
世

帯
数
２
０
６
３
世
帯
、
昭
和
49
年
10
年

１
日
現
在
）

昭
和
49
年
11
月
号

昭
和
41
年
７
月
号

昭
和
33
年
４
月
25
日
号

　

農
産
共
励
会
で
98
人
が
表
彰
、
村
青

年
文
化
大
会
で
行
わ
れ
た
青
年
の
主
張

や
踊
り
、
演
劇
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
連
載
「
部
落
公
民
館
だ
よ
り
」

で
は
二
ツ
家
部
落
公
民
館
を
紹
介
、「
ふ

る
さ
と
再
考
」
で
は
九
戸
政
実
の
乱
と

村
の
こ
と
わ
ざ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
人
口
８
８
８
５
人
、
世
帯
数
２
０
９
９

世
帯
、
昭
和
58
年
１
月
末
現
在
）

第
３
０
０
号

昭
和
58
年
３
月
号
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広
報
く
の
へ

お
蔭
さ
ま
で

皆
さ
ん
と
と
も
に「
58
年
」

　

新
村
議
会
議
員
18
人
を
紹
介
。
広
報

の
歩
み
や
広
報
紙
が
で
き
る
ま
で
を
特

集
し
て
い
ま
す
。
昭
和
63
年
５
月
号

（
３
６
２
号
）
か
ら
２
色
刷
り
16
㌻
と
現

在
の
広
報
紙
の
基
本
形
が
で
き
ま
し
た
。

連
載
「
シ
ル
バ
ー
・
シ
ー
ト
」
が
同
号

か
ら
始
ま
り
、「
わ
が
家
の
人
気
者
」
も

こ
の
こ
ろ
か
ら
登
場
し
て
い
ま
す
。（
人

口
８
１
８
８
人
、
世
帯
数
２
１
６
３
世

帯
、
平
成
３
年
５
月
31
日
現
在
）

第
４
０
０
号

平
成
３
年
７
月
号

第
５
０
０
号

平
成
11
年
11
月
号

　

平
成
10
年
度
の
決
算
を
紹
介
。
伊
保

内
高
校
創
立
50
周
年
記
念
の
様
子
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
九
戸
村
史
編
さ
ん
室

（
連
載
１
３
５
回
）
に
引
き
続
く
、
ふ
る

さ
と
再
発
見
「
社し
ゃ

祠し

を
歩
く
」
は
平
成

10
年
５
月
号
（
４
８
２
号
）
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
紙
面
の
大
き
さ
が
平
成
７

年
５
月
号
（
４
４
６
号
）
か
ら
Ａ
４
版

と
な
り
ま
し
た
。（
人
口
７
５
９
５
人
、

世
帯
数
２
１
５
０
世
帯
、
平
成
11
年
９

月
末
現
在
）

第
６
０
０
号

平
成
20
年
３
月
号

　

村
内
初
の
県
指
定
史
跡
「
黒
山
の
昔

穴
遺
跡
」
を
紹
介
。
文
化
協
会
構
成
団

体
を
紹
介
す
る
連
載
「
リ
レ
ー
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
が
平
成
19
年
５
月
号
（
５
９
０

号
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
16

年
９
月
号
か
ら
Ｄ
Ｔ
Ｐ
（Desk Top 

Publishing

）
を
導
入
。
編
集
や
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
、
印
刷
・
製
本
以
外
の
す
べ

て
を
広
報
担
当
者
が
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
、

コ
ス
ト
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。（
人
口

６
９
５
４
人
、
世
帯
数
２
１
８
６
世
帯
、

平
成
20
年
１
月
末
現
在
）

内線 253）または、ツキノワグマ保護管理協議会（☎
23-9206）まで連絡をお願いします。

「九戸村の歴史を知る」
の受講生を募集します

　地域の歴史に関する情報を共有化するとともに、歴
史に親しみ楽しむことを目的に、「九戸村の歴史を知
る」（九戸政實公を考える）を開講します。
　受講を希望する方は、6月30日 (月 )までに教育
委員会生涯学習班（☎ 42-2111 内線 304、305）まで
お申し込みください。
　申し込みのあった方には、開催の都度、
日程等の詳しい情報をお知らせします。
なお、受講申し込みは随時受け付けます
が、受付以降の情報提供となります。

森林の伐採、開発には
手続きが必要です！

　森林を伐採、開発する際は、事前に届出や許可申請
の各種手続きが必要となります。森林の伐採、開発の
計画がありましたら、まず、役場農林建設課または二
戸地方振興局林務部にご連絡、ご相談ください。

▽保安林以外の森林での立木の伐採
　⇒役場農林建設課生産振興班（☎ 42-2111 内線 251）

▽保安林での立木の伐採や土地の形質の変更
　保安林以外の森林での１㌶を超える開発行為
　⇒二戸地方振興局林務部（☎ 23-9204）

2008. ６.16

№１
お知らせ版

パラグライダー体験会

■主催　村観光協会・Fun Sky229
　　　　（パラグライダークラブ）
■日時　6 月 22 日（日）
　　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時
■会場　村営くのへスキー場
■費用　傷害保険料（500 円）、昼食は各自で準備
■服装　長袖シャツと長ズボン・軍手・動きやすい靴
■参加資格　小学 5 年生以上で健康な方（20 歳未満
の方は保護者の方の同意書が必要）
■申込先　役場総務企画課（村観光協会事務局・☎
42-2111 内線 171）

ツキノワグマにご注意を！

　これからの季節、山菜取りなどで山へ出かける方も
多いと思います。　最近、役場へもクマの目撃情報が
頻繁に寄せられるようになっており、クマが人里にお
りてきているようです。山へ出かける時にはクマに遭
遇しないためにも次のことに注意してください。
〇クマが活動する時間帯（夕方から早朝にかけて）や
霧の出ている日は山に入らない。
〇鈴、笛、ラジオなど音のするものを身に
付けて、常に音を出しながら行動する。
〇クマの足跡、ふんを見つけたら引き返す。
〇山に弁当などの残飯を捨てない。
　山はクマの生活場所であることを忘れずに、遭遇し
ないよう注意して行動することが大切です。何か不明
な点がありましたら、役場農林建設課（電話 42-2111

役場農林建設課生産振興班 ☎ 42-2111 内線 253

役場農林建設課生産振興班 ☎ 42-2111 内線 251

村観光協会 ☎ 42-2111 内線 171

村教育委員会生涯学習班 ☎ 42-2111 内線 304

　

平
成
20
年
６
月
か
ら
月
の
中
旬
、
水

曜
日
に
「
広
報
く
の
へ
お
知
ら
せ
版
」

の
発
行
を
始
め
ま
し
た
。
行
政
経
費
削

減
と
、
行
政
連
絡
員
が
各
戸
配
布
す
る

手
間
を
削
減
す
る
た
め
に
発
行
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
各
課
の
チ
ラ
シ
な
ど

を
集
約
し
、
経
費
節
減
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
作
成
は
Ｄ
Ｔ
Ｐ
編
集
に
て
行
い
、

広
報
お
知
ら
せ
版

平
成
20
年
６
月
16
日
号

モ
ノ
ク
ロ
版
の
自
前
印
刷

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙

そ
の
一
票
が
私
た
ち
の
明
日
へ
と
つ
な
が
り
ま
す

《　開　票　》
■期日　７月 10 日（日）
■時間　午後８時開始
■場所　九戸村公民館

【問い合わせ先】
村選挙管理委員会

☎ 42-2111　内線 182

　
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
６
月
22
日
に
公
示
さ
れ
７
月
10
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
選

挙
は
、国
の
政
治
を
方
向
づ
け
る
大
切
な
選
挙
で
す
。棄
権
す
る
こ
と
な
く
、責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投票日に投票できないときは

６月23日から７月９日
　投票日に仕事や冠婚葬祭などの予定があると
き、投票区の区域外に旅行や滞在が見込まれる
ときなどは、期日前投票ができます。
■投票期間
　６月 23 日 ( 木 ) ～７月９日 ( 土 )
■投票時間　
　毎日、午前８時 30 分～午後８時
■投票場所
　村選挙管理委員会の事務室 ( 役場４階 )
　 ※ エレベーターがありますので利用ください。

《不在者投票制度》
　出稼ぎなどで村外に滞在しているときは、滞
在先の市区町村の選挙管理委員会で投票ができ
ます。不在者投票ができる施設として指定され
ている病院などに入院・入所しているときは、
その施設で不在者投票ができます。投票できる
期間は、期日前投票と同じです。また、郵便な
どによる投票制度もありますので、早めに選挙
管理委員会で手続きを行ってください。

投票時間　午前７時～午後７時

  投票日
７月 10 日 日

投
票
は
２
種
類

　

今
回
の
投
票
は
、
次
の
２
種

類
を
行
い
ま
す
。
投
票
方
法
を

確
認
し
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
岩
手
県
選
出
議
員
の
投
票

　
一
人
の
候
補
者
を
選
び
、「
う

す
い
黄
色
」
の
投
票
用
紙
に
、

そ
の
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

投
票
し
ま
す
。

■
比
例
代
表
選
出
議
員
の
投
票

　

候
補
者
ま
た
は
政
党
等
を
選

び
、「
白
色
」
の
投
票
用
紙
に
、

そ
の
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
等

の
名
称
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

 

投
票
は
午
後
７
時
ま
で

　

投
票
は
、
７
月
10
日
（
日
）

の
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
、
村
内
14
カ
所
の
投
票
所
で

行
わ
れ
ま
す
。
投
票
所
は
、
村

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
送
さ

れ
る
「
投
票
所
入
場
券
」
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
の
際

に
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

■
18
歳
か
ら
投
票
で
き
ま
す

　

今
回
の
選
挙
か
ら
、
選
挙
権

年
齢
が
満
20
歳
か
ら
満
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
の
人
た
ち
が
政
治

に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
自

ら
の
一
票
を
投
じ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
が
で
き
る
と
思

わ
れ
る
人
で
、
入
場
券
が
届
か

な
い
と
き
に
は
、
村
選
挙
管
理

委
員
会(

☎
42-

２
１
１
１
内
線

１
８
２)

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

投票日のお出掛けは、投票所経由で！

期 日 前 投 票
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■
公
売
日

　
８
月
10
日
（
水
）

■
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
前
９
時

　
30
分

■
入
札
場
所

　
役
場
３
階
・
第
２
会
議
室

■
入
札
に
必
要
な
物

　
①
本
人
確
認
資
料　
②
印
鑑

　
③
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

■
そ
の
他

⃝

公
売
に
係
る
見
積
価
額
、
公

売
保
証
金
の
額
は
、
8
月
７
日

ま
で
に
公
告
さ
れ
ま
す
。

⃝

入
札
希
望
者
は
公
売
予
定
地

の
現
況
、
権
利
設
定
の
有
無
な

ど
を
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
入
札
の
注
意
事
項
な
ど
を

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
２
３
３
）

【公売物件】
所　在　地 地目（現況） 地　籍

① 戸田第 14地割 74番 16 雑種地 992 ㎡
② 伊保内第２地割 148 番４ 山林 1,074 ㎡
③ 伊保内第 20地割 17番１ 山林 470 ㎡
④ 伊保内第 10地割 45番　 山林 1,250 ㎡
⑤ 伊保内第 18地割 44番地２ 山林 15,909 ㎡
⑥ 小倉第５地割 40番１ 山林 2,721 ㎡
⑦ 小倉第５地割 40番 16 公衆用道路

( 山林 ) 58 ㎡

７
件
の
不
動
産
を
公
売

公売物件の位置図

　

納
税
は
憲
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
「
国
民
の
義
務
」
で
す
。

　

村
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
貴
重
な
税
金

を
財
源
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
九
戸
村
の
明
る
い
未
来

の
た
め
に
も
、
村
税
の
納
期
限

内
納
付
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
督
促
状
は
危
険
信
号
！

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い

場
合
、
国
税
徴
収
法
の
規
定
に

よ
っ
て
、
督
促
状
を
発
し
た
日

か
ら
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で

に
完
納
し
な
け
れ
ば
、
財
産
を

差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
︑
損
す

る
こ
と
ば
か
り

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
か
っ
た
場
合
、
年
９・１
％
の

割
合
で
延
滞
金
が
掛
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
銀
行
な
ど
で
お
金
を

借
り
る
よ
り
も
高
い
率
で
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

た
人
と
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、

延
滞
金
を
含
め
た
滞
納
税
額
は
、

滞
納
処
分
に
よ
っ
て
強
制
的
に

徴
収
さ
れ
ま
す
。

■
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談

を
　

失
業
や
家
族
の
病
気
な
ど
、

特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
納
期
限

ま
で
に
税
金
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
と
き
は
、
必
ず
相
談
く

だ
さ
い
。
減
免
や
納
税
の
猶
予

な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
時
間
外
（
午
後
５
時
30
分

以
降
）
で
も
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
２
３
３
）

納
税
は
納
期
限
内
に

①

②③

④

⑤

⑥、⑦

未来を担う子どものためにも期限内に納税を

　
税
金
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
、

期
日
入
札
に
よ
っ
て
公
売
し
ま
す
。
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青
少
年
劇
場
「
レ
ス
パ
ス
弦

楽
四
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
６

月
３
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
村
内
の
小
学
生

約
２
５
０
人
が
集
ま
り
、
本
場

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
生
演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
２
種
類
の
バ

イ
オ
リ
ン
と
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ

が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
音
色
を

演
出
。
息
の
合
っ
た
４
人
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
奏
で
ら
れ
る
と
、

児
童
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
耳

豊
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
感
動

滑
ら
か
な
四
重
奏
に
合
わ
せ
、

児
童
も
参
加
し
て
の
合
唱

を
傾
け
、
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
楽
器
一
つ
一
つ
の

特
徴
を
紹
介
。
児
童
た
ち
は
興

味
深
々
で
、
た
く
さ
ん
の
質
問

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
４
種
類
の
楽
器
演
奏

に
歌
を
乗
せ
、
全
員
で
合
唱
に

挑
戦
。
杉
本
竜
一
作
曲
・
ビ
リ
ー

ヴ
の
楽
曲
を
、
滑
ら
か
な
旋
律

に
乗
せ
て
大
き
な
声
で
歌
い
ま

し
た
。
元
気
な
声
は
会
場
い
っ

ぱ
い
に
響
き
渡
り
、豊
か
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
ま
し
た
。

　

伊
保
内
高
等
学
校
の

村
地
域
子
ど
も
読
書
会

の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

６
月
16
日
に
小
さ
な
親

切
実
行
章
が
同
校
体

育
館
で
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
全
校
生
徒
１
１
２

人
が
集
ま
る
中
、
岩
手

銀
行
伊
保
内
支
店
の
佐

藤
正
隆
支
店
長
か
ら
、

生
徒
代
表
の
坂
本
樹
里

さ
ん
（
３
年
）
へ
実
行

章
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
校
で
は
昭
和
55
年

か
ら
村
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
、
童
話
や
昔
話
な
ど
の
読

み
聞
か
せ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
36
年
間
も
の
間
、
読

み
聞
か
せ
活
動
を
は
じ
め
、
手

作
り
の
紙
芝
居
や
九
戸
か
る
た

な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
活
動
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
が
た
た
え
ら
れ
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
は
、
子
ど
も
た

ち
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
、
生
徒

自
ら
が
内
容
を
計
画
。
工
夫
を

凝
ら
し
た
朗
読
や
、
ゲ
ー
ム
な

ど
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

伊
保
内
高
校
へ

小
さ
な
親
切
実
行
章
が
贈
呈

　

岩
手
県
農
林
水
産

部
で
は
、
農
林
水
産

業
が
盛
ん
に
な
る
よ

う
に
、
生
産
や
加

工
・
流
通
に
携
わ
る

人
た
ち
の
指
導
・
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

商
品
開
発
や
集
落
間

サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
に
対
し

て
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

上
限
75
万
円
（
補

助
率
１
／
２
以
内
）

■
補
助
対
象
活
動

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品

開
発
や
試
験
栽
培
、
試
験
販
売
。

作
業
受
委
託
、
収
穫
祭
や
交
流

活
動

■
補
助
申
請
に
必
要
な
要
件

　
「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
…
農
業
を

核
と
し
た
地
域
の
目
指
す
姿
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
の
計
画

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
建
設
課
農
地
農
政
班
・

細
川
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
４
２
）

　

過
去
に
通
学
中
の
児
童
が
、

屋
根
か
ら
の
落
雪
で
ケ
ガ
を
す

る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
直
接

ケ
ガ
を
さ
せ
る
こ
と
が
な
く
て

も
、
道
路
に
落
ち
た
雪
に
よ
っ

て
、
歩
行
者
は
車
道
を
歩
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
常
に
危
険

で
す
。

　

通
学
路
は
も
ち
ろ
ん
、
屋
根

の
雪
が
道
路
に
落
ち
る
よ
う
な

建
物
に
は
、
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
に
、
丈
夫
な
雪
止
め
を
付

け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
強
さ
が
足
り
な
か
っ
た

り
さ
び
た
り
し
て
い
る
と
、
壊

れ
て
落
ち
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

夏
の
今
か
ら
、
し
っ
か
り
対
策

を
し
て
積
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班
・

佐
藤
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
８
２
）

雪
止
め
を
付
け
ま
し
ょ
う

安
心
・
安
全
な「
道
」
へ

伊高に小さな親切実行章

農業農村の活性化を支援
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村
授
業
力
向
上
研
修
会
が
６

月
22
日
、
伊
保
内
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
村
内
小
中
学
校

教
員
の
授
業
力
向
上
を
目
指
し
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年

は
村
内
外
の
教
員
約
30
人
が
集

ま
り
研
修
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
県
立
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
の
後
澤
大
世
研
修
指

導
主
事
が
国
語
の
示
範
授
業
を

実
施
。
６
年
生
20
人
に
向
け
て

「
新
聞
の
投
書
を
読
ん
で
、
読
み

手
を
説
得
す
る
投
書
を
書
こ
う
」

授
業
力
の
向
上
を
目
指
す

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
意
見
を

ま
と
め
る
伊
保
内
小
の
児
童

を
テ
ー
マ
に
授
業
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
真
剣
な
表
情

で
意
欲
的
に
授
業
に
取
り
組
み
、

集
ま
っ
た
教
員
た
ち
も
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
い
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
後
澤
研
修
指
導
主

事
に
よ
る
講
義
や
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視

聴
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
今
後

の
授
業
の
参
考
に
し
よ
う
と
、

強
い
関
心
を
持
っ
て
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　

村
内
郵
便
局
長
杯
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
大
会
が
６
月
19
日
、
村
体

育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
災
害
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
２
０
１
６
が
優
勝
を
飾
り
、
２

位
は
そ
し
て
父
に
な
る
、
３
位
は

狗い
ぬ

鷲わ
し

戦
士
と
な
り
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
村
内
か
ら
10
チ
ー
ム
が

参
加
し
熱
戦
を
展
開
。
２
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
順
位
が
競

わ
れ
、
選
手
た
ち
は
和
や
か
に
競

技
を
楽
し
み
、
心
地
良
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

和
や
か
に
交
流
　
心
地
良
い
汗

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

住
宅
の
改
善
費
用
を
補
助

　

村
で
は
高
齢
者
や
障
害
者
の

自
立
と
介
護
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
住
宅
の
改
善
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲

内
に
お
い
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

①
在
宅
で
介
護
保
険
の
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人

②
在
宅
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
肢
体
不
自
由

（
下
肢
、
体
幹
）
ま
た
は
視
覚

の
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
で
障

害
等
級
が
１
～
３
級
の
人

■
対
象
と
な
る
改
修

　

住
宅
の
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど

の
改
善
、
床
面
の
段
差
解
消
、

手
す
り
の
設
置
な
ど
、
対
象
者

の
日
常
生
活
動
作
ま
た
は
介
護

者
の
介
護
動
作
の
向
上
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

①
対
象
者
と
そ
の
配
偶
者
ま
た

は
対
象
者
の
生
計
を
維
持
し
て

い
る
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定

の
基
準
を
超
え
る
場
合

②
改
善
の
内
容
が
新
築
や
増
築

の
場
合

③
賃
貸
住
宅

④
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
補

助
金
の
交
付
を
受
け
た
世
帯
で

あ
る
場
合

⑤
補
助
決
定
前
に
、
工
事
に
着

手
し
た
も
の

■
補
助
額

補
助
額
上
限
40
万
円
（
補
助
率

３
分
の
２
）

例
交
付
対
象
と
な
る
経
費
が

80
万
円
の
場
合

（
80
万
円
―
改
善
費
控
除
額

20
万
円
）
×
３
分
の
２
＝
40
万

円■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

希
望
者
は
、
住
民
生
活
課
地

域
福
祉
班
（
☎
42-

２
１
１
１
内

線
２
０
２
）
へ
事
前
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
決
定
は
改
修
の
必
要
性

を
確
認
し
行
い
ま
す
。

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
、
こ
の
他
に
介
護
保
険
制
度

の
住
宅
改
修
補
助
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
42-

２
１
１
１

内
線
１
２
１
）
へ
。
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運動会の最後には 40周年を記念し、３施設対抗による鈴割り大会で盛り上がりました

　

第
40
回
九
戸
保
護
連
年
長
児

親
子
運
動
会
が
６
月
４
日
、
村

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
村
内
３
カ
所
の
保
育
園
の

年
長
園
児
32
人
が
集
ま
り
、
保

護
者
た
ち
の
前
で
た
く
ま
し
く

大きく成長した雄姿
成
長
し
た
姿
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
ち
び
っ
こ
消
防
隊

の
演
技
を
披
露
。
今

年
の
村
消
防
演
習
が

雨
の
た
め
演
技
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
今

回
、
企
画
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
法
被
に

身
を
包
み
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
元
気
に

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
赤
組

と
白
組
に
分
か
れ
競

技
を
展
開
。
８
種
目
に
お
い
て

勝
敗
が
争
わ
れ
、
大
き
く
成
長

し
た
雄
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
先
生
の
指
示

に
従
っ
て
競
技
を
行
い
、
同
じ

チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
を
大
き
な

声
で
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
運
動
会
40
周
年

を
記
念
し
、
３

施
設
対
抗
の
鈴

割
り
大
会
。
保

護
者
と
協
力
し

て
鈴
を
割
り
、

節
目
と
な
る
40

回
目
の
開
催
を

参
加
者
み
ん
な

で
祝
い
ま
し

た
。

最後まで一生懸命走った紅白リレー

ボール片付ける速さを競った、クリーン大作戦

国体ダンスで開催機運を盛り上げました

元気に楽しそうに踊ったちびっこ消防隊

年
長
児
親
子
運
動
会
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村
消
防
団
で
は
５
月
29
日
、

村
体
育
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お

い
て
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
の
部

で
は
第
２
分
団
が
10
連
覇
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
14
分
団

が
８
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
競
技
会
に
は
村
内
の
消
防
団
、

全
15
分
団
が
出
場
。
ポ
ン
プ
車

の
部
に
は
５
個
分
団
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
は
10
個
分
団
が
出

場
し
、
訓
練
し
て
き
た
消
防
操

法
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
規
律
や
節
度
、
安
全

性
や
タ
イ
ム
な
ど
の
合
計
点
で

競
わ
れ
ま
し
た
。
各
分
団
と
も

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き

た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
団

員
が
協
力
し
て
競
技
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、

上
位
に
入
賞
し
た
分
団
を
紹
介

し
ま
す
。（
氏
名
後
の
○
内
の
数

字
は
分
団
名
）

≲
ポ
ン
プ
車
の
部
≳

①
第
２
分
団（
戸
田
上・戸
田
下・

戸
田
舘
の
下
）

②
第
10
分
団
（
山
根
）

③
第
１
分
団
（
二
ツ
家
・
鹿
島
・

伊
保
内
上
・
伊
保
内
下
・
川
向
）

▼
優
秀
選
手
賞

指
揮
者　
下
高
山
朋
徳
①

１
番
員　
上
山
敦
史
①

２
番
員　
吉
田
一
幸
①

３
番
員　
野
中
直
樹
③

４
番
員　
觸
澤
英
之
②

≲
小
型
ポ
ン
プ
の
部
≳

①
第
14
分
団
（
南
田
）

②
第
９
分
団（
瀬
月
内・宇
堂
口
）

③
第
７
分
団
（
平
内
・
妻
の
神
）

▼
優
秀
選
手
賞

指
揮
者　
谷
地
竹
文
⑥

１
番
員　
坂
本
幸
治
⑫

２
番
員　
櫻
庭　
寛
⑥

３
番
員　
千
葉
暢の

ぶ

威た
け

⑭

ポンプ車は２が10連覇
    小型は14が８連覇

村ポンプ操法競技会
　写真左、機敏な動
作を披露した第９分
団

▽写真下、ポンプ車
の部で10連覇を達
成した第２分団

　

二
戸
地
区
支
部
消
防
操
法
競

技
会
が
６
月
26
日
、
二
戸
消
防

署
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
第
14
分
団
が
優
勝
し
、

二
戸
地
区
３
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
第
９
分
団
は
２

位
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
会
に
は
管
内
各
市
町
村

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
10
個

分
団
が
集
ま
り
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
と
ポ
ン
プ
車
の
部
で
二
戸

地
区
の
頂
点
を
争
い
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
は
各
部
で
優
勝
し

た
、
第
14
分
団
と
第
２
分
団
と
、

第
９
分
団
の
３
個
分
団
が
出
場
。

今
年
は
、
昨
年
新
た
に
建
築
さ

れ
た
二
戸
消
防
署
が
初
め
て
の

会
場
と
な
り
、
選
手
た
ち
は
な

れ
な
い
環
境
の
中
、
練
習
し
た

成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
集
中
し

て
競
技
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
本
村

か
ら
出
場
し
た
分
団
が
１
位
と

２
位
に
入
り
、
本
村
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場

し
た
第
２
分
団
は
健
闘
す
る
も

３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
戸
地
区
を
制
し
た
第
14
分

団
は
、
７
月
24
日
に
県
消
防
学

校
で
行
わ
れ
る
、
県
消
防
操
法

競
技
会
に
二
戸
地
区
代
表
と
し

て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

二
戸
地
区
操
法
競
技
会

14 分団が支部３連覇

二戸地区で３連覇を成し遂げた第 14分団。
前列左から橋本祐輔団員、関畑友昭班長、
後列左から岩渕信毅団員、千葉暢威班長

▽
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

と一緒に久慈平岳を登山し、絆を深めました

山うるいのひっつみや味付けワラ
ビなどが振る舞われました

久慈平岳で村民登山
大自然の花と恵に癒される
　村体育協会では５月29日、久慈平岳で村民登山を行い
ました。野田村からの招待者15人と村民60人は爽やかな
青空の下、山ツツジやオダマキなどの山野草を楽しみなが
ら登山しました。参加者は道中、目の前に光り輝く新緑を
楽しんだり、澄み切ったおいしい空気を吸ったりと、雄大
な大自然に癒されていました。頂上で記念撮影をした後、
キャンプ場では昼食のお振る舞い。村山友会の皆さんが心
を込めて作った、たけのこご飯や山うるいのひっつみなど、
自然の恵みがたっぷり入った料理に舌鼓を打ちながら、交
流を深めていました。

岩手銀行と地方創生の連携協定
協力し地域づくりにまい進
　村と株式会社岩手銀行は６月21日、「地方創生の連携に関
する協定」を締結しました。岩手銀行の田口幸雄代表取締役
頭取や五枚橋久夫村長などが出席し、協定書へ調印しました。
協定内容は村ふるさと振興戦略に関することや雇用の創出、
結婚・出産・子育て支援、地域づくりの推進など６項目となっ
ています。五枚橋村長は「地方創生に協力いただけることに
感謝したい。連携して雇用の創出や子育て支援などを充実さ
せ、地域づくりにまい進したい」とお礼の言葉を述べました。 協力して田植え御膳を作る参加者

味彩の会で田植え御膳
郷土料理に華やぐ笑顔
　６月16日、村山村開発センターで味

あじ

彩
さい

の会が開かれました。
村生活改善グループ連絡研究会の会員の指導の下、参加者12
人が昔懐かしい「田植え御膳」を作りました。今回は赤飯や
切り干し大根のハリハリ漬け、すき昆布の煮付けなど、計画
より３品多い６品を調理。参加者は互いの知識や技術につい
て意見交換しながら、楽しく調理を進めていました。調理後
は予定以上に豪華に盛り付けられた料理に舌鼓を打ちながら、
会話にも花を咲かせ、交流を深めていました。

地域づくりに連携を約束する
岩手銀行の田口代表取締役頭取（右）と五枚橋村長

調理を担当した皆さんが、前日から
協力して準備しました
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野田村から15人を招待し、村民60人

稲作の喜びや苦労を体験する、戸田小５年生児童たち

戸田小学校で田植え体験
楽しみや苦労を学ぶ
　戸田小学校で５月25日、田植え体験
が行われました。橋本敏夫さん（戸田下）
の指導の下、５年生13人が約１㌃の田
んぼにかぐやもちの苗を植えました。児
童たちは、最初は不安そうな表情で植え
ていましたが、慣れてくるとスピードも
上がり楽しみながら体験していました。
児童たちが協力し、約30分という短い
時間で植えた田んぼを見てみると、大人
も驚くほど苗が等間隔にきれいに並んで
いました。その後、児童たちは水稲につ
いて事前に調べてきた疑問点を橋本さん
に質問し、田んぼの管理方法や稲作の大
変さなどを学んでいました。

山根小で救急救命法を学ぶ
万が一の時、命を守ろう
　６月16日、山根小学校体育館において救急救命法講習会が
行われました。５・６年生12人と地域住民合わせて約30人
が参加。二戸消防署九戸分署から講師２人を招いて、救急救
命の処置について学びました。参加者は胸骨を圧迫するとき
のポイントや人工呼吸のやり方、AEDを使うときの注意点な
どについて学習。万が一、人が倒れていたことを想定し、真
剣な表情で取り組んでいました。日和蓮

れん

志
と

君（６年）は「人
工呼吸では息を吹き込むのが難しかった。人が倒れていたら
積極的に対応したい」と話していました。

第６・８分団に小型動力ポンプ配置
防災利用に期待
　小型動力ポンプ配置式が６月２日、村保健センター前で行わ
れました。村消防団第６分団（栗谷川藤雄分団長）と第８分
団（高倉聡志分団長）に、それぞれ新型のトーハツVC72PRO
Ⅲが配置されました。配備されたポンプは以前より、真空ポ
ンプが大きくなり送水が早くなるとのことで、迅速な消火活
動が期待されます。五枚橋久夫村長は「これを契機に配備さ
れた設備の管理や訓練を行い、防災につながることを期待し
ます」とあいさつしました。救急救命の処置について学ぶ山根小の児童たち

第６・８分団に小型動力ポンプ（右）
が配置されました

自然の恵みがたっぷり入った料理を
作ってくれた村山友会の皆さん
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古
舘
サ
ン
さ
ん
（
川
向
出

身
）
が
６
月
９
日
、
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
、
入
所
し
て

い
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
お
り
つ
め
の
里
で
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。
五
枚
橋
久

夫
村
長
が
訪
問
し
、
花
束
と
長

寿
祝
い
金
を
贈
呈
。「
健
康
で

健
や
か
に
過
ご
し
、
こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
」
と
祝
福
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
長
男
を
は
じ
め

や
し
ゃ
ご
も
駆
け
付
け
、
上
寿

を
み
ん
な
で
祝
い
ま
し
た
。

古
舘
サ
ン
さ
ん
１
０
０
歳
祝
う

　

二
戸
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

総
会
が
５
月
27
日
、
二
戸
警
察

署
で
開
か
れ
ま
し
た
。
防
犯
団

体
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
出
席

し
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
に
貢

献
し
た
人
へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
役
員
・

職
員
表
彰
と
し
て
、
村
地
域
安

全
推
進
員
を
務
め
て
い
る
橋
山

充
志
さ
ん
（
戸
田
上
）
と
、
一

般
功
労
団
体
感
謝
状
と
し
て
伊

保
内
下
行
政
区
（
櫻
庭
孝
さ
ん
）

へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

橋
山
充
志
さ
ん
と
伊
保
内
下

一
般
功
労
団
体
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ

た
伊
保
内
下
行
政
区
の
櫻
庭
孝
さ
ん

家族などから百賀を祝福される古舘サンさん（前列中）

　

橋
山
さ
ん
は
、
平
成
14
年
４

月
か
ら
村
地
域
安
全
推
進
員
に

在
職
。
平
成
17
年
４
月
か
ら
は

副
隊
長
と
し
て
、
地
域
住
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
保
内
下
行
政
区
は
、
夜
間

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
環
境
美

化
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
。

近
所
の
住
民
が
ひ
と
声
掛
け
合

え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
た
た
え
ら
れ
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
岩
手
県
防
犯
協

会
連
合
会
の
定
時
総
会
が
６
月

17
日
、ホ
テ
ル
東
日
本（
盛
岡
市
）

に
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
防
犯
意
識
の
普

及
・
啓
発
活
動
に
貢
献
し
た
人

へ
、
表
彰
状
の
伝
達
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
、
一
般

功
労
団
体
と
し
て
戸
田
小
学
校

（
髙
橋
節
夫
校
長
）
が
、
功
労
者

と
し
て
長
興
寺
防
犯
隊
の
坂
本

戸
田
小
と
坂
本
幸
雄
さ
ん

一
般
功
労
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

戸
田
小
の
髙
橋
節
夫
校
長
（
中
央
）

幸
雄
さ
ん
（
大
向
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

戸
田
小
学
校
で
は
、
村
山
友

会
と
連
携
し
て
山
登
り
や
冬
の

か
ん
じ
き
体
験
な
ど
、
積
極
的

に
世
代
間
交
流
を
進
め
、
明
る

く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
は
同
防
犯
隊
が
結

成
以
来
隊
員
と
な
り
隊
の
活
動

を
リ
ー
ド
。
青
少
年
の
健
全
育

成
や
鍵
掛
け
運
動
な
ど
を
推
進

し
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

１歳のお誕生日おめでとう☆

◉８月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を大募集！！希望
する人は７月 13 日（水）までに、写真（データも可）を
広報担当（☎ 42-2111 内線 168）までお持ちください。
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近
す
ぎ
て
見
え
ぬ
倖
し
あ
わ
せ
夏
霞
か
す
み

若
葉
風
心
身
爽
快
歩
の
軽
ろ
し

山
鳩
の
く
ぐ
も
り
声
や
森
清
閑

「
新
茶
で
す
」
一
言
添
え
て
持
て
成
せ
る

葉
櫻
の
暗
き
は
な
や
ぎ
円
通
寺

櫻
庭　

義
也

夏
空
を
真
二
つ
に
し
て
飛
行
機
雲

赤
々
と
入
り
日
を
返
え
す
植
え
田
か
な

手
抜
き
せ
し
跡
を
か
く
せ
ぬ
植
え
田
か
な

ひ
そ
ひ
そ
と
過
疎
と
な
り
し
か
遠
蛙

朝
焼
け
や
悪
し
き
予
感
の
草
を
刈
る

田
村　

畦
畔

今
年
ま
た
新
茶
の
予
約
メ
ー
ル
便

夏
わ
ら
び
届
け
て
知
人
の
笑
顔
呼
ぶ

ま
だ
元
気
竹
の
子
山
を
駆
け
巡
る

郭か
っ
こ
う公
や
そ
れ
が
生
き
が
い
鳴
き
止
ま
ず

菅
野　

岑
子

若
き
日
の
淡
き
思
い
出
花
水
木

耕
し
て
土
ほ
た
ほ
た
と
黒
黒
と

初
蝶

ち
ょ
う
と
思
い
束つ
か

の
間
見
失
ふ

犇ひ
し

め
き
て
六
弁
の
梅
小
ぶ
り
な
る

高
島
ふ
み
女

朝
焼
や
活
気
溢あ

ふ

れ
し
朝
の
市

出
迎
え
て
抱
き
上
ぐ
孫
や
駅
薄
暑

都
会
っ
子
目
敏さ

と

く
手
折
る
夏
蕨
わ
ら
び

蕗ふ
き

取
り
や
婆
の
手
仕
事
絶
え
間
な
し

片
陰
や
心
美
人
と
立
ち
話

冬
部　

雪
女

夏
わ
ら
び
秘
密
の
箇
所
を
今
日
も
採
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舘
村　

青
村

大
朝
焼
け
一
村
い
ま
だ
覚
め
遣や

ら
ぬ

夏
蕨
山
の
奥
な
る
保
安
林

炎
天
に
日
輪
燃
ゆ
る
真
昼
か
な

鈴
蘭
の
万
の
鈴
音
や
野
辺
の
風

花
菖し

ょ
う
ぶ蒲
い
と
濃こ
ま

や
か
に
咲
き
揃
う

【
五
月
席
題
詠
よ
り
】

よ
き
嫁
の
来
て
盛
ん
な
り
大
田
植　
　
（
雪　

女
）

桐
の
花
母
が
好
み
の
色
万ば

ん

朶だ

桐
の
花
心
の
散
歩
て
寛
く
つ
ろ
ぎ
し　
　
　
　
（
ふ
み
女
）

主
あ
る
じ
亡
き
屋
敷
に
盛
る
つ
つ
じ
か
な

こ
の
庭
に
ぴ
っ
た
り
納
ま
る
八
重
櫻　
（
畦　

畔
）

ト
ン
ネ
ル
の
入
口
高
く
桐
の
花

万
緑
の
中
に
川
あ
り
村
の
あ
り　
　
　
（
青　

村
）

白
藤
の
今
が
盛
り
の
香
り
か
な

　

60
歳
ぐ
ら
い
ま
で
乳
牛
を
生
業
と

し
、
75
歳
ぐ
ら
い
ま
で
は
葉
タ
バ
コ
を

生
産
し
、２
人
の
息
子
を
育
て
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
晩
酌
が
好
き
で
、
毎
日

焼
酎
を
１
合
飲
む
の
が
楽
し
み
だ
よ
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
稼
ぐ
こ
と
が

好
き
で
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
て

生
活
し
て
き
た
こ
と
が
元
気
の
秘
け
つ

だ
ね
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
肉
牛
を
育
て

て
い
た
平
成
２
年
度
に
、
村
内
最
高
値

の
90
万
円
ぐ
ら
い
で
子
牛
を
販
売
。
賞

を
貰
え
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
よ
。

　
高
校
卒
業
後
、
県
立
農
業
大
学
校
に
て
畜

産
を
勉
強
。
平
成
27
年
４
月
か
ら
実
家
で
酪

農
経
営
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
漫
画
や
小
説
を
読
む

こ
と
と
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
好
き
で
す
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◆
一
番
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
？　
共
進
会

な
ど
で
好
成
績
を
収
め
れ
る
よ
う
、
手
塩
に

掛
け
て
乳
牛
を
育
て
て
い
ま
す
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
牛
舎
を
拡
大
し
、
作
業

の
簡
略
化
や
労
力
の
削
減
を
図
り
た
い
。
６

次
産
業
も
手
掛
け
て
み
た
い
で
す
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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九
曜
塾
で
は
、
村
内
の
小
学

生
を
対
象
に
、
村
内
や
周
辺
地

域
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
人

に
触
れ
る
体
験
活
動
を
地
域
の

皆
さ
ま
協
力
の
下
、
行
っ
て
い

ま
す
。
郷
土
へ
の
理
解
と
仲
間

づ
く
り
を
進
め
、
次
代
を
担
う

た
く
ま
し
い
九
戸
っ
子
を
育
て

る
た
め
に
昨
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　
年
間
10
回
の
講
座
を
計
画
し
、

本
年
度
は
５
月
に
森
林
学
習
、

６
月
に
は
塩
の
道
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
本
年
度
の
九
曜
塾
は

次
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

九
戸
村
が
見
え
て
く
る

〜
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
九
曜
塾
〜

７
月　
ヒ
メ
ボ
タ
ル
観
察
会

８
月　
九
戸
政
実
学
習

９
月　
国
体
お
も
て
な
し
活
動

10
月　
紅
葉
狩
り
・
遺
跡
探
検

11
月　
創
作
活
動

12
月　
郷
土
料
理

１
月　

戸
の
ま
ち
親
子
ス
キ
ー

　
　
　
交
流
会

２
月　
か
ん
じ
き
体
験

　

た
く
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
村
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
３
０
５
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

塩
の
道
学
習
で
平
場
の

湧
き
水
を
見
る
参
加
児
童

木
に
聴
診
器
を
当
て
、

樹
木
の
音
を
聴
く
森
林
学
習

国
体
開
催
に
予
算
１
７
５
５
万
円

　
　

    

村
実
行
委
員
会
が
総
会

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村

実
行
委
員
会
（
会
長
・
五
枚
橋

久
夫
九
戸
村
長
）
の
第
４
回
総

会
は
５
月
30
日
、
九
戸
村
公
民

館
に
委
任
状
を
含
む
84
人
の
委

員
と
顧
問
・
参
与
８
人
が
出
席

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
国
体
開
催
年
度

を
迎
え
、
昨
年
度
当
初
予
算
よ

り
１
５
８
３
万
円
増
と
な
る
総

額
１
７
５
５
万
円
の
予
算
と
事

業
計
画
を
決
定
。
花
い
っ
ぱ
い

運
動
や
お
も
て
な
し
、
軟
式
野

球
競
技
会
運
営
の
準
備
を
村
民

の
協
働
に
よ
り
進
め
、
全
国
か

ら
訪
れ
る
選
手
た
ち
を
迎
え
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

支
出
の
主
な
も
の
は
、
軟

式
野
球
競
技
会
の
運
営
に

１
３
４
７
万
円
、
お
ふ
る
ま

い
・
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、
応

援
グ
ッ
ズ
な
ど
に
１
７
０
万
円
、

啓
発
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど

に
71
万
円
、
炬き
ょ

火か

イ
ベ
ン
ト
に

27
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
平
成
28
年
度
事
業
の
内
容

①
国
体
周
知
・
情
報
発
信

　

▽
「
国
体
通
信
」
の
発
行
▽

国
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
▽
村

公
民
館
な
ど
へ
国
体
情
報
コ
ー

ナ
ー
設
置

②
啓
発
・
開
催
機
運
の
醸
成

　

▽
花
の
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
▽

国
体
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ッ
ジ
の
交

付
▽
国
体
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
▽
炬
火
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
▽
横
断
幕
・
の
ぼ
り

旗
の
掲
出
▽
啓
発
物
品
の
配
布

③
運
動
の
生
活
化
を
推
進

　
▽
国
体
ダ
ン
ス
講
習
会
▽「
プ

ラ
ス
国
体
ダ
ン
ス
事
業
」の
展
開

④
軟
式
野
球
競
技
会
の
開
催

　

▽
軟
式
野
球
競
技
２
試
合
の

運
営
▽
お
ふ
る
ま
い
・
ド
リ
ン

ク
コ
ー
ナ
ー
開
設
▽
チ
ー
ム
応

援
▽
応
援
グ
ッ
ズ
の
配
布

競技会運営予算などを決定した村実行委総会

「生涯学習アカデミー・女性教室合同開講式・講演会」
参加者の皆さん＝５月17日、講師の畠山さゆり氏（株
式会社惣兵衛代表取締役、前列左から６番目）を囲んで

い
わ
て
国
体「学び」の中に国体を取り入れます！

平成28年10月２日（日）ナインズ球場で
軟式野球競技会を開催

村民総
参加

宣言



15 広報くのへ●2016（Ｈ28）７月

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

　あの夏のすべての死は、
一人の子どもの死で始まっ
た。1961年ミネソタ州の
田舎町で牧師の父、芸術肌
の母、音楽の才能がある
姉、賢い弟と共に暮らす13
歳の少年の人生を変えた、
忘れ難いひと夏を描いた傑
作ミステリー。

ありふれた祈り
ウィリアム・ケント・クルーガー　著／早川書房

天才
石原　慎太郎　著／幻冬舎

櫛
くし

挽
ひ き

道
ち

守
も り

木内　昇　著／集英社

　反田中の先駆けだった石
原が、今なぜ「田中角栄」に
引かれるのか。家族とは何
か？成功するということは
どういうことか？女は男に
とってどんな存在なのか？
　石原慎太郎が田中角栄に
代わって書いた衝撃のモノ
ローグ。

　幕末、神業とたたえられ
るくし職人の父。家を守る
ことに心を砕く母。村の外
に幸せを求める妹。才を持
ちながら早世した弟。そし
て、くしに魅入られた長女・
登瀬。それぞれの願いを胸
に生きた家族の喜びと苦難
の歴史物語。

　大好きなおじいちゃ
んが亡くなり、悲しみ
に沈んでいたのぞみ。
「おじいちゃんの木」
に何でも話すという約
束が少しずつのぞみを
癒してゆく。祖父の深
い愛情に包まれて成長
する少女の物語。

おじいちゃんとのやくそく
石津　ちひろ　文／光村教育図書

　

伊
保
内
高
等
学
校
の
生
徒
会

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
宣
言
を
策
定
し
、

適
正
な
利
用
に
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
27
日
に
ク
ラ
ス
討
議
を

実
施
し
、ス
マ
ホ
に
つ
い
て
困
っ

て
い
る
こ
と
、
今
後
予
想
さ
れ

る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
ク
ラ
ス
内
で
解
決
で

き
な
い
点
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　

６
月
８
日
に
全
校
討
議
を
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
に
て
実
施
。
１
年
生
の
質
問

に
は
３
年
生
の
パ
ネ
ラ
ー
が
答

え
る
な
ど
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
本
堂
晴
夏
さ
ん
（
３
年
）
が

活
発
な
意
見
を
引
き
出
し
ま
し

副
校
長　

小
原　

由
紀　

ス
マ
ホ
の
犯
罪
対
策
を
討
議

た
。
ま
た
、二
戸
警
察
署
の
佐
々

木
警
部
補
か
ら
講
演
と
助
言
を

い
た
だ
き
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対

策
に
つ
い
て
全
校
で
情
報
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
対
策
に
つ
い
て

全
校
で
討
議
し
ま
し
た

　

６
月
18
日
、
19
日

二
戸
地
区
中
学
校
総

合
体
育
大
会
が
大
平

球
場
な
ど
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
九
戸
中
学

校
で
は
次
の
通
り
好

成
績
を
収
め
ま
し

た
。

■
県
大
会
出
場
チ
ー

ム
と
出
場
者

▽
団
体

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女

１
位
、
柔
道
女
子
団
体
１
位
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
２
位
、

卓
球
女
子
団
体
３
位

▽
個
人

柔
道
男
子・小
沼
侃つ
よ

士し

君（
３
年
）

１
位
、
柔
道
女
子
・
荒
田
愛
結

実
さ
ん
（
３
年
）
２
位
、
皆
川

綾
香
さ
ん
（
３
年
）
２
位
、卓
球・

川
原
歩
士
君
（
１
年
）
４
位

　

以
上
、
好
成
績
を
収
め
た
選

手
た
ち
は
７
月
16
日
〜
18
日
に

二戸地区中総体で好成績

二戸地区中総体の好成績を喜ぶ九戸中の生徒たち

行
わ
れ
る
、
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
　
　
（
副
校
長　
野
田　
寛
）



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

こ
れ
か
ら
の
暑
い
季
節
に
心
配
な
の

が
食
中
毒
で
す
。
厚
生
労
働
省
で
は
６

つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分
け
て
推
奨
し
て
い

ま
す
。

①
買
い
物

⃝

持
ち
歩
く
時
間
を
減
ら
す
た
め
、
肉  

　

や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
を
買
う
順
番

　
は
最
後
に
す
る
。

⃝

肉
汁
や
魚
な
ど
の
水
分
が
漏
れ
な
い

　

よ
う
に
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
氷
や
保
冷

　
剤
を
当
て
る
。

②
家
庭
で
の
保
存

⃝

生
鮮
食
品
は
速
や
か
に
冷
蔵
庫
・
冷

　
凍
庫
に
保
存
す
る
。

⃝

肉
や
魚
は
他
の
食
品
に
肉
汁
な
ど
が

　

か
か
ら
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

　
入
れ
る
。

③
下
準
備

⃝

肉
・
魚
・
卵
を
触
っ
た
ら
手
を
洗
う
。

⃝

冷
凍
食
品
は
自
然
解
凍
を
避
け
、
使

　

う
分
だ
け
を
冷
蔵
庫
や
電
子
レ
ン
ジ

　
で
解
凍
す
る
。

⃝

使
用
後
の
布
巾
や
調
理
器
具
は
熱
湯

　
で
消
毒
す
る
。

④
調
理

⃝

調
理
の
前
に
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
う
。

⃝
肉
や
魚
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加

　
熱
す
る
。（
75
℃
で
１
分
以
上
）

⑤
食
事

⃝

食
べ
る
前
に
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
う
。

⃝

作
っ
た
料
理
は
室
温
に
放
置
せ
ず
、

食
中
毒
を
防
ぐ
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
、
対
象
者
の
皆
さ
ん
（
75
歳
以
上

の
人
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
っ
て
制
度
加
入
の
申
請
し
た
人
）　
へ

７
月
下
旬
に
『
郵
送
』
し
ま
す
。

　

８
月
以
降
に
病
院
な
ど
を
受
診
す
る

と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

自
己
負
担
割
合

⃝

対
象
者
の
負
担
は
１
割
で
す
。

⃝

現
役
並
み
所
得
者
の
負
担
は
３
割
と

な
り
ま
す
。
同
じ
世
帯
に
住
民
税
の
課

税
標
準
額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
が
い
る

場
合
に
該
当
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
に
よ
っ
て
、
自
己
負
担
割
合
を

変
更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
３
割
の

人
の
収
入
が
次
の
基
準
の
ど
ち
ら
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
申
請
に
よ
っ
て
、

翌
月
か
ら
１
割
に
な
り
ま
す
。
申
請
は

住
民
生
活
課
で
行
い
ま
す
。

①
同
じ
世
帯
に
い
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
の
収
入
（
必
要
経
費

控
除
前
の
金
額
で
確
定
申
告
書
の
収
入

欄
の
額
）
の
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

（
単
身
の
場
合
は
３
８
３
万
円
未
満
）。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
同
じ
世
帯
に
い
る
70
～
74
歳
の
人
と

の
収
入
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
に
つ
い
て

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
と
は
、
病
院
な
ど
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
額
が
高
額
療
養
費
の

適
用
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
と
な

る
証
書
で
す
。
対
象
と
な
る
人
は
、
住

民
税
の
非
課
税
世
帯
の
人
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
使
用
し
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
限
も
７
月
31
日
で
す
。
課
税
状
況

を
確
認
し
、
引
き
続
き
該
当
と
な
る
人

に
は
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
も
の

を
『
郵
送
』
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

該
当
と
な
る
人
に
は
、
役
場
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
住
民
生
活
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
っ

て
は
、
８
月
１
日
か
ら
対
象
外
と
な
る

人
も
い
ま
す
。

８
月
か
ら
後
期
高
齢
の
保
険
証
が
更
新

す
ぐ
に
食
べ
る
か
冷
蔵
庫
に
保
存
す

る
。（
Ｏ
‐
１
５
７
は
室
温
で
20
分
放

置
で
２
倍
に
増
え
ま
す
）

⑥
残
っ
た
食
品

⃝

時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
物
、
少
し
で
も

　
怪
し
い
物
は
捨
て
る
。

　
以
上
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
、

夏
場
の
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃 

）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９

　

暑
い
日
が
続
く
今
、
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
熱
中
症
で
す
。
屋

内
で
も
熱
中
症
に
な
り
ま
す
の
で
、
高

齢
者
や
小
さ
な
子
ど
も
は
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◆
体
調
を
整
え
る
…
睡
眠
不
足
や
風
邪

気
味
な
ど
体
調
の
悪
い
と
き
は
、
暑
い

日
中
の
外
出
や
運
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

◆
小
ま
め
に
水
分
補
給
…
「
の
ど
が
渇

い
た
」
と
感
じ
た
と
き
に
は
、
既
に
か

な
り
の
水
分
不
足
の

状
態
に
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
少
し
ず
つ

水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

◆
服
装
に
注
意
…
通

気
性
の
良
い
服
を
着

て
、
外
出
時
に
は
帽

子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ

う
。

村内の火災・救急（５月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 1 件 ＋ 1 件
救 急 22 件 132 件 ± ０件

知
っ
て
お
こ
う
！
熱
中
症
予
防

　

岩
手
県
警
察
で
は
平
成
29
年
４
月
採

用
予
定
の
、
警
察
官
と
警
察
事
務
職
員

の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
案
内
す
る
試
験
区
分
は
次
の
通

り
で
す
。

◆
警
察
官
Ｂ

⃝

採
用
予
定
数
…
40
人

　
　
　
　
（
男
性
34
人
・
女
性
６
人
）

⃝

受
験
資
格
…
大
学
卒
業
者
な
ど
を
除

　

き
、
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

⃝

１
次
試
験
日
…
９
月
18
日
（
日
）

◆
警
察
官
事
務
Ⅱ
種

⃝

採
用
予
定
数
…
２
人

⃝

受
験
資
格
…
平
成
２
年
４
月
２
日
か

　

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人

⃝

１
次
試
験
日　
９
月
25
日
（
日
）

◆
警
察
事
務
Ⅲ
種

⃝
採
用
予
定
数
…
２
人

⃝

受
験
資
格
…
大
学
卒
業
者
な
ど
を
除

　

き
、
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

⃝

１
次
試
験
日
…
９
月
25
日
（
日
）

岩
手
を
守
る
「
相
棒
」
を
募
集

村内の交通事故（５月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 － 1 件
物損事故 2 件 28 件 － 3 件
負 傷 者 0 人 0 人 － 1 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 600日
（5月31日現在）

　
警
察
の
仕
事
は
個
人
の
生
命
・
身
体
・

財
産
の
保
護
に
当
た
り
、
犯
罪
の
予
防
・

や
犯
人
の
逮
捕
、
交
通
の
取
り
締
ま
り

そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す

る
こ
と
で
す
。
警
察
事
務
職
員
は
、
そ

の
警
察
官
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら

組
織
運
営
し
て
い
く
任
務
を
負
っ
て
い

ま
す
。

　

岩
手
県
警
察
は
、
岩
手
県
の
治
安
維

持
の
た
め
、
県
民
の
平
和
な
生
活
を
守

る
た
め
に
一
緒
に
働
け
る
「
相
棒
」
を

求
め
て
い
ま
す
。

◆
年
金
相
談

相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書

な
ど
相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
代
理
の
人
が
相
談
に
来
る
と
き
に

は
、
委
任
状
と
本
人
確
認
（
代
理
人
）

が
で
き
る
書
類
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
電
話
で
予
約
を
取
っ
て
か
ら

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
の
申
し
込
み

二
戸
年
金
事
務
所　

   

☎
23
‐
４
１
１
１

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
ら
、
⑨
番
を
押

し
、
次
に
⑤
番
を
押
す
と
職
員
に
つ
な

が
り
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
、
相
談
内

容
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
は
電
話
で
予
約
を

17 広報くのへ◦2016（Ｈ28）７月
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①職種②就業場所③年齢④基本給⑤資格など

◎６月15日現在の求人情報から掲載して
います。求人に関するお問い合わせは、ハ
ローワーク二戸（☎23-3341）まで。求人
情報は役場ロビーでも配布しています。

求人情報
■九戸精密  株式会社　①ＮＣ旋
盤機オペレーター・加工技術者
（正社員以外）②九戸村③不問
④165,000円～235,000円⑤普通自
動車免許一種、切削加工・金属
加工経験者優遇、雇用期間：採
用日～６カ月、試用期間３カ月
■株式会社  阿部繁孝商店　①製
造一般職（正社員）②九戸村③
62歳以下④165,000円⑤試用期間
３カ月
■株式会社  新盛建設運輸  九戸
営業所　①鶏舎清掃作業員（正
社員）②九戸村など③69歳以下
④190,900円～220,800円⑤普通自
動車免許一種、試用期間３カ月
■大崎運輸  有限会社　①送迎バ
ス運転手（パート労働者）②二
戸市か軽米町③64歳以下④800円
～1,000円⑤大型自動車免許一種
または中型自動車免許一種、試
用期間３カ月、週５～６日勤務
■日本一フード  株式会社①製造
加工スタッフ（正社員）②二戸
市③64歳以下④121,200円⑤普通
自動車免許一種、試用期間３カ
月
■久慈ファーム  有限会社　①養
豚作業員（正社員）②軽米町③
59歳以下④150,130円～166,738
円⑤普通自動車免許一種、試用
期間３カ月

※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ７月４日㊊ ７月５日㊋ ７月11日㊊
空 き 缶 ７月19日㊋ ７月25日㊊ ７月26日㊋
粗 大 ご み ７月12日㊋
紙・プラ類 ７月14日㊍ ７月20日㊌ ７月28日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

７ 10 すがわら消化器内科 23-2879 ７ 10 ますだ歯科クリニック 26-8282

17 金田一診療所 27-2205 17 岩渕歯科医院 32-2238

18 むらかみ医院いたみのクリニック 48-1500 18 堀米歯科医院 46-2927

24 よこもり眼科クリニック 22-2230 24 宮沢歯科医院 46-2953

31 千葉耳鼻咽喉科医院 23-2009 31 こしみず歯科クリニック 33-4618

７月

  熊本地震義援金
ありがとうございます

　平成28年熊本地震災害義援金と
して、次の方から寄付
いただきました。あり
がとうございました。
・脇澤茂様　　　　　　  10,000円
・細屋自治会様　　　　  50,000円
・関口誠治様　　　　　  10,000円
・村山友会様　　　　　 100,000円
　なお、義援金の受け付けが平成
29年３月31日まで延長されまし
たので、引き続き協力をお願いし
ます。義援金は、日本赤十字社を
通じて被災者救援に充てられます。
■申し込み・問い合わせ
　日本赤十字社岩手県支部九戸村
分区（住民生活課地域福祉班）（☎
42-2111内線201）

  政実くのへＦＭ
毎週水曜昼12時
　政実くのへＦＭが７月で３
年目に入ります。毎週水曜日、
昼12時からラジオ放送してい
ますので、ぜひ聞いてください。
◎二戸　82.2MHz
■問い合わせ　エフエム岩手
九戸支局（☎43-3227）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

  社会福祉協議会で
ホームページ開設

　村社会福祉協議会ではホーム
ページを開設しました。実施して
いるサービスや新着情報を掲載し
ていますので、ご覧ください。
右記のＱＲコード
からでも見ること
ができます。
■HPアドレス
http://www.kunohe-shakyo.jp/
■問い合わせ　
　村社会福祉協議会（☎41-1200）

編集後記
◆村消防団ポンプ操法競技会の結果を
見ましたか。９ページに掲載してあり
ますが、結果は…。残念ながら第２分
団の10連覇を阻止することはできま
せんでした。◆しかし、操法の選手を
やり再確認できたことがあります。操
法はチームで戦っているということ。
選手だけでなく、支援してくれる先
輩や他の団員たちがいるからこそ、競
技に集中できるということ。◆広報紙
も同じです。皆さんの協力があって
こそ発行できるのです。感謝の気持ち
を忘れず、これからも明るい話題を
提供していきたいと思います。（下村）

人のうごき
（平成28年6月1日現在）

●人　口　　６，０９２　人  （ー１１）

　　男　　　 ２，９３３　人　  （ー４）

　　女　　　 ３，１５９　人  　（ー７）

●世帯数　　２，１６３世帯　　（－５）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　３　人  　（５８人）

　 転　 出　　　 １０　人  　（９０人）

　 出　 生　　 　　２　人  　（１４人）

　 死　 亡　　　 　６　人  　（４４人）
（カッコ内は１月からの累計）

  二戸広域事務組合
消防職員採用試験

　平成28年度二戸地区広域行政事
務組合消防職員の採用試験を実施
します。
■採用職種および採用予定人員　
　消防職員　若干名
■受験資格　
●平成２年４月２日以降に生まれた
人で高等学校以上を卒業、または平
成29年３月に卒業見込みの人。　
●消防職員として職務遂行に必要
な身体であること。　●採用後に
二戸管内に居住できること。
■第１次試験　
　９月18日㊐　福岡中学校
■第２次試験　10月下旬予定
■試験案内・申込書の配布
　７月１日㊎～８月12日㊎
●配布場所　二戸地区広域行政事
務組合消防本部および各分署
郵便による請求もできます
■申込受付　
　７月19日㊋～８月12日㊎　
■問い合わせ　二戸地区広域行政
事務組合消防本部（☎26-8111）

  身障者補装具
巡回相談開催

■日時　８月５日（金）（予約制）
　午前10時30分～午後１時30分
■会場　二戸市総合福祉センター
■内容　義肢・装具等補装具
※専門の医師が相談に応じます。
■締め切り　７月22日（金）
■申し込み・問い合わせ　住民生活
課地域福祉班（☎42-2111内線202）

  土地家屋の
無料相談会

　７月31日「土地家屋調査士の日」
を記念して、無料相談会を行います。
■日時　７月31日㊐
　　　　午前10時～午後３時
■場所　二戸地区合同庁舎
■相談内容　土地の分筆、合筆、
地目変更／建物の新築、増築／境
界問題など
■問い合わせ　岩手県土地家屋調
査士会二戸久慈支部・二戸地区事
務局（☎22-1235）
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第
29
回
村
老
人
ク
ラ
ブ
体
育
祭

が
６
月
17
日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
村
内
８
つ
の

老
人
ク
ラ
ブ
単
位
会
が
集
ま
り
、

元
気
は
つ
ら
つ
と
汗
を
流
し
ま
し

た
。
競
技
は
老
人
ク
ラ
ブ
単
位
会

ご
と
に
分
か
れ
、
６
種
目
に
お
い

て
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
種
目
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

リ
レ
ー
で
は
、
な
か
な
か
真
っ
す

ぐ
転
が
ら
な
い
ボ
ー
ル
に
悪
戦
苦

闘
。
豆
拾
い
リ
レ
ー
で
は
、
大
小

大
き
さ
の
異
な
る
豆
に
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
和
や
か
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

縄
な
い
レ
ー
ス
で
は
、
今
ま
で

培
っ
て
き
た
自
慢
の
技
を
披
露
。

慣
れ
た
手
付
き
で
素
早
く
編
ん
で

い
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
送
り
リ
レ
ー

は
、
縦
１
列
に
並
ん
だ
10
人
が
頭

の
上
と
股
の
下
を
交
互
に
、
ボ
ー

ル
を
後
ろ
へ
送
る
競
技
。
参
加
者

は
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
終
種
目
は
玉
入
れ
競
争
。
男

女
各
５
人
が
一
人
３
個
の
玉
を
５

メ
ー
ト
ル
先
の
箱
に
投
げ
入
れ
、

入
っ
た
数
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
内
は
も
ち
ろ
ん
、他
の
チ
ー

ム
の
参
加
者
た
ち
も
一
緒
に
な
り
、

１
球
１
球
の
行
方
を
か
た
ず
を
の

ん
で
見
守
り
、
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
優
勝
は
伊
保
内

上
、
２
位
が
江
刺
家
下
、
３
位
が

伊
保
内
下
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技
の
合
間
に
は
伊
保

内
保
育
園
の
４・５
歳
児
25
人
も
駆

け
付
け
、
ち
び
っ
こ
消
防
隊
や
わ

ん
こ
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
愛
く
る
し

い
姿
で
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
と
い
う
、

秋
元
ト
シ
ノ
さ
ん（
柿
の
木・78
歳
）

は
「
今
年
の
チ
ー
ム
の
参
加
者
は

少
な
か
っ
た
が
、
競
技
に
出
た
り

仲
間
と
交
流
が
で
き
た
り
と
楽
し

か
っ
た
。
ま
た
、
来
年
も
楽
し
み
」

と
満
足
そ
う
で
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
体
育
祭

和
気
あ
い
あ
い
と

　
　
和
や
か
に
交
流

2020

元気に遊戯する伊保内保育園の園児びん釣りリレーではびんを落とさないように… 投げた球は箱に入るかな？

20

床の上で転がすゲートボールリレーでは、１回でゲートを通過できるかな？


